
４-１．住民が感じる価値・魅力の構造
４．住民にとって魅力ある場所とは

手続き

上位概念の抽出
調査後にネットワーク図として整理した全回答者

個人のデータを見回し、共通する上位概念を抽出
安心

便利（活動しやすい、生活しやすい、自由）

楽しい（ワクワク、ポジティブ）

活気、エネルギー（自分も頑張ろうと思う、元気がもらえる・・・）

開放感、気持ちよさ（のびのび）

落ち着く、リラックス（ボーっとできる、気分転換）

ほのぼの、癒し（ほっとする、気が楽）

人間関係豊か、子供によい

文化的に豊か

しっくりくる

愛着、親しみ（自分史上大事である）

「人を主語」と
した上位概念
は、それほど
バリエーション
はなかった！

地域、個人の
差による濃淡
はあるが、無
理なくまとめる
ことができた。

■ハイライフ研究所「都市圏居住の価値を探る（2009年度）」 映像報告「住民にとって魅力ある場所とは」用説明資料
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カテゴリリストの作成
全個人データを、抽出された上位概念ごとに分割、再整理

上位（人が主語）・中位（まち、場所が主語）・下位（具体的な場
所）の項目に振り分けて、カテゴリリストを作成

全体ネットワーク図の作成
カテゴリリストを元に、情報を要約して１枚の「全体ネットワーク
図」を表す

• 上位項目は要約せずに残した。
• 上位項目間の関連がみえるように配慮した。
• 中位以下の項目は、適当に省略し、代表的な言葉・ネットワーク
のみを掲載した。

■ハイライフ研究所「都市圏居住の価値を探る（2009年度）」 映像報告「住民にとって魅力ある場所とは」用説明資料
作成：生活環境工房あくと（若林）



カテゴリリスト例

上位項目（人が主語）：  安心  

中位項目 下位項目（その場所の状態） 具体的な場所例 

日常の不安がない 

道が広い 

交通量が適度、車が来ない 

×不審者、不審な車がいた 

×知らない人が増える 

×治安が悪い 

×1R が増える 

学校近くの公園 

商店街 

港南地域（×も） 

×三軒茶屋地域 

走ったり歩いたりするのに安心 

車が来ない長い道 

都会でありながら緑の中を抜けて多

摩川までいける 

夜でも人通りが多い 

緑道 

戸締りなどを気にしないですむ マンション暮らし（×戸建て） マンション 

いざというときに安心 

（×治安上の不安） 

豊かなコミュニティ 

セキュリティ体制（マンション） 

マンション 

三軒茶屋地域 

×下北沢 

いざというときに安心 

（×防災上の不安） 

病気になっても安心 

災害の際に避難所が近い 

防災訓練などのイベントがある 

顔見知りが多い 

横のつながりが強い 

×道が狭い 

×消防車が入ってこられない 

マンション内にクリニック 

世田谷公園 

三軒茶屋地域（×も） 

子どもにとっても危なくない 

広い道 

広い芝生 

車が通れない 

見守ってくれている 

下町っぽい近所づきあいがある 

国道を渡らせずにすむ 

サイクリングコースがある 

みんな知り合い 

地域の人の声かけ 

地域の人が学校の授業に参加 

登校を見守ってくれる 

地元の人が多い 

×工事中、整備中 

 

 

 

 

×緑水公園 

×学校近くの公園 

芝浦中央公園 

商店街 

緑道 

三軒茶屋地域 

世田谷線 

駒沢公園 

吉祥寺 

緑水公園（現在、整備前）

世田谷線 
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台場 豊洲 台場 三軒茶屋地域

中位項目上位項目2 下位項目

四季を感じる、様々な時間帯を感じる

生命力を感じる

日常の不安がない

歩いたり走ったりするのに安心

閉締まりなどを気にしないですむ

いざというときに安心（治安）

いざというときに安心（防災、病気）

子どもにとっても危なくない

高齢者にやさしい（老後も安心）

気軽に出かけられる

移動時間をかけずにすむ

便利で楽しい

交通の便が良い

なんでも揃う、コンパクト

子どもと一緒に行ける、気取らない

選択肢が豊富、使い分けができる

使い勝手が良い、自分カスタマイズ

趣味が楽しめる

（カーテンを開けようと思う）

発見がある

飽きない、おもしろい

さみしくない

みんなで楽しめる

お祭り（のような雰囲気）

好きなものがある、いる

遊びに行くときに使う

景色が良い、いろいろ見える

変化がある、先が読めない

いろいろある、殺風景でない

広い道を自由に散歩できる

子どもの成長が見られる

わいわい買い物、キャッチボールできる

道沿いのお店が出店のようになる、食べ歩き

景色が開放的、自然が多い

自然に触れられる

窓を開け放てる

住んでいる人の気質が開放的

子どもがのびのびできる

運動していて気持ちが良い

ストレス解消ができる

付き合いに気をつかわない

空が広い、広々している

せかせかせず歩ける、1人の時間を満喫

静か

喫茶店がある

心が休まる、心配しなくていい

読書ができる

生き物が生きている感じ

若い力を感じる

遠くが見渡せる、景色が良い

清涼感、×殺風景

都市空間

景色が変わっていく、都市化が進行している

都市の活動を感じる

みんながんばっているな

時代を感じる

上位項目1

安心

楽しい
（ワクワク、ポジティブ）

便利
（活動しやすい、
生活しやすい、自由）

開放感、気持ち良さ
（のびのび）

活気、エネルギー

落ち着く、リラックス
（ボーっとできる、
気分転換）

（元気になる）

（ゆったりできる）
（あくせくしない）
（活動的になる）

（自分も頑張ろうと思う）
（生きている実感がわく）
（元気をもらえる）

贅沢なつくり

道が広い、交通量が適度、×治安が悪い

車が来ない長い道、夜でも人通りが多い

マンション暮らし

豊かなコミュニティ、セキュリティ体制

防災訓練などのイベント、顔見知りが多い

広い道、地域の人の声かけ、見守ってくれる、×未整備

医療機関が揃っている、見守り合う関係

交通機関が多様、都心（立地）

いろいろなお店がある、何でもある

子どもが遊べる、オムツ替えできる、気取っていない

レパートリー・多面性がある、×選択肢が少ない

調理方法やおすすめを教えてくれる

写真の被写体がある、競技施設がある

ヨガやピラティス、子どものサッカーに行くときに使う

海を眺められる、様々な乗り物が見える

入れ替わるお店、行き止まりが多くごちゃごちゃしている

様々な植物や生き物、いろいろなお店、いろいろな表情

歩行者天国

子どもが多い、顔見知りの人やお店

選べるお店がたくさん、顔見知りの人やお店

歩行者天国

鳥が飛び立つ姿、魚、カルガモ、カニ

大学の練習船がみえる

船、新幹線、モノレール、飛行機がみえる、いろんなお店がある

働いている人、颯爽と歩く、軽快な足音

空が広い、高いビルがない、車が通らない

スイミングスクール

植栽してある、水辺に近い

高層階（虫がこない）

デッキの床が木製

子どもが自分で考えて遊べる、遊び方の決まった遊具がない

遮るものがない

みんなゆったり歩いている、憩いの場、静か

若者が少ない、部外者が少ない

ベンチがおいてある公園

海が見える

自然が多い、生き物がいる、水が流れている、×空気が良くない

具体的な場所

商店街 港南地区

緑道

WCT（自宅）

マンション内のクリニック 三軒茶屋地域

WCT 三軒茶屋地域 ×下北沢

×緑水公園 世田谷線 駒沢公園

大道芸などのイベント 茶沢通り

品川駅周辺 天王洲 豊洲 商店街 世田谷公園 吉祥寺

生き生きシニア
「思い立ったが吉日」

子連れでも安心、
気軽にリフレッシュ

全体ネットワーク図 1/2

品川駅周辺 T.Y.ハーバー（レストラン） 駒沢公園、商店街

世田谷線

羽根木公園

緑道 キャロットタワー

港南地区 三軒茶屋地域

×港南地区 茶沢通り スーパー 商店街

運河 駒沢公園

WCT（自宅） 運河 キャロットタワー

路地 茶沢通り

品川駅周辺 運河 三宿 駒沢公園

WCT 茶沢通り

港南地区 駒沢公園 多摩川

緑道

WCT（自宅）

WCT（自宅） 多摩川

桜新町の図書館

×緑水公園 緑道

運河

運河 海洋大学

WCT（自宅） 運河

品川駅

ボードウォーク

WCT（自宅）

海浜公園

■ハイライフ研究所「都市圏居住の価値を探る（2009年度）」 映像報告「住民にとって魅力ある場所とは」用説明資料
作成：生活環境工房あくと（若林）



生活感がある、下町な感じ生活している感じ

気を使わない

懐の深さを感じる、受け入れてもらえる

マンションが水辺にある

ゆるい、気取っていない、寛容な雰囲気

いろいろな人がそれぞれに楽しんでいる

みんなが集まる場所がある

地域コミュニティの場がある

子どもに声をかける関係、知り合いと世間話

子どもが自由に遊べる

（知的に）より豊かな生活ができる

歴史や文化を感じる

文化にふれられる

貴重なものにふれられる

趣がある、×風格・落ち着きが出てこない

平和、日本の発展を感じる

個性を感じる

他は味わえない、ここでしか味わえない

中途半端な感じがしない

下町っぽい

バランスがよい

コンパクトに整っている

非日常、セレブリティ

おすすめできる
自慢に思える、優越感を感じる

屋形船

以前からよく利用している、昔を思い出せる

子どもが小さいときによく利用した

行くと誰かしらに会う

昔はよくなかったが、今はきれいな環境

懐かしい気持ちになる、思い出がある

地域を作り上げたという自負

昔と比べて感慨深い

人と集える

つながりが強い、コミュニティが発達

下町的なつきあい

みんなで作り上げる感じ

雰囲気が良い、好き

おしゃれ、都会的

×あまりに若者向けのまち

子ども時代に近い雰囲気、昭和的

ちょうど良い雰囲気、レトロ、都会的

子どもが楽しめる

子どもの成長に良い 子どもの教育に良い、ルールを学べる

ワークショップ、美術館

暮らしやすさを感じる、
居心地の良さを感じる

古くからあるお店

小ぢんまりしたところにたくさんの人

お年寄りのリハビリにも使われるベンチ

マンション共有部、お祭りや花見をする神社

子どもたちの行事、町会の行事

顔見知りのお店、人

公園が多い、子どもの隠れ家になる

神社にルールがある、公立小学校が良い

海洋博物館、船が展示されている、海に近づける

昔ながらのお祭り、商店街、三味線の音

高層階から見る景色

近くを飛行機が飛んでいる公園、個人商店、レトロな雰囲気

近代的、新しい、きれい

外国人が多い、おしゃれなおいしいレストラン

家から近い

草、原っぱがある

ヒューマンスケールに合っている

下町的な中に現代的な建物やお店がある

ローカルな感じ、おばあちゃんがやっているお店

都会的だが落ち着いている

ほのぼの、癒し
（ほっとする、気が楽）

人間関係豊か

文化的に豊か

愛着、親しみ
（自分史上大事である）

子どもに良い

しっくりくる

上位項目1 中位項目上位項目2 下位項目

凡例

三茶・港南どちらにも多い項目

港南に多い項目

三軒茶屋に多い項目

その他の項目

具体的な場所の例（港南）

具体的な場所の例（三軒茶屋）

具体的な場所

太子堂八幡 路地 居酒屋

緑道

緑道 茶沢通り

WCT、 T.Y.ハーバー（レストラン）
太子堂八幡 したのやばし公園

羽根木公園 世田谷公園 駒沢公園

太子堂八幡

海洋大学 世田谷文学館 世田谷美術館 パブリックシアター

WCT

太子堂小学校 キャロットタワー

行きつけのお店 緑道

太子堂八幡防災用具が置いてある 例大祭や花見の会場

海浜公園 世田谷線 下北沢

北品川商店街 路地

品川駅周辺 三宿

海浜公園 茶沢通り 三宿

エコー仲見世商店街

路地

三軒茶屋の大道芸

×人が多い ×旅行客、浮浪者

全体ネットワーク図 2/2

WCT

海洋大学 運河

みたて団地

品川駅周辺

クルージング

芝浦中央公園

運河

×台場

品川駅周辺
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都市居住者が求める「まちの魅力・価値」

ひとつのネットワーク図に無理なくまとめられた。

特徴の異なる地域でさまざまな方にお願いしたが、自然にラダー
アップできた。

利便性のラダーアップができた
便利だと「自由になる」「あくせくしない」「ゆったりできる」、その結
果「活動的になる」。

利便性は「活動しやすさ」の指標で、都市圏居住に必須の価値。

都市を俯瞰することのメリットを具体的に把握できた
「飽きない」「わくわくする」「楽しい」、そして「ぼーっとできる」「さみ
しくない」、さらには「みんながんばっているなと思う」「生きている
実感がわく」「元気をもらえる」。

都市景観、風景には「力」がある。

■ハイライフ研究所「都市圏居住の価値を探る（2009年度）」 映像報告「住民にとって魅力ある場所とは」用説明資料
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居住地域に求められているもの（上位概念、価
値・魅力）は、地域・人を超えて共通項が多い

ただし、各上位概念に紐付けられた具体的な場所（好
きな場所）は、その様相がまったく異なっていることが
多い。
「便利」－「なんでも揃う」「コンパクト」

豊洲（港南）と茶沢通り商店街（三茶）

「活気」「エネルギー」－「生命力を感じる」

運河（港南）と緑道（三茶）

「人間関係豊か」－「人と集える」

マンションのラウンジ等（港南）と太子堂八幡神社（三茶）

形は違っても、求めている何かは共通！

魅力や価値はそのまちに特徴的でなくても、地域のどこかに見出されれば、
ある程度満たされる。 「自然が多くはないが意外といい緑地がある」など

形は違っても形は違っても、、求めている求めている何か何かは共通は共通！！

魅力や価値はそのまちに特徴的でなくても、地域のどこかに見出されれば、
ある程度満たされる。 「自然が多くはないが意外といい緑地がある」など
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４-２．都市居住に求められる「５つの場」の提案

具象化の試み

これまでの流れ

‘居住者個々人が「いい」「好き」と思う場所’をラダーアップ
して‘都市居住者が地域に求めている価値・魅力’を得た。

この結果をわかりやすく伝えるために…
‘都市居住者が地域に求めている価値・魅力’をイメージで
きるような「具体的な場所」をイラストで表現

■ハイライフ研究所「都市圏居住の価値を探る（2009年度）」 映像報告「住民にとって魅力ある場所とは」用説明資料
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＊「安心」および「愛着」は、具象
化できない根底にあるもの（全イラ
ストに含まれるイメージ）

安心

便利（活動しやすい）

開放感、気持ち良さ

四季、様々な時間帯を感じる
（景色が良い／清涼感、×殺風景）

生命力を感じる（生き物、若い力）
活気、エネルギー

落ち着く、リラックス

日常の不安がない

いざというときに安心（治安）

いざというときに安心（防災、病気）

子どもにとっても危なくない

高齢者にやさしい（老後も安心）

気軽に出かけられる

移動時間をかけずにすむ
（子どもと一緒に行ける、気取らない）

便利で楽しい（選択肢豊富、使い分け／使い勝手が良い）

交通の便が良い

（元気になる）

景色を楽しめる

発見がある（変化がある、先が読めない）

みんなで楽しめる
（わいわい買い物、キャッチボール）

（ゆったりできる）
（あくせくしない）
（活動的になる）

景色が開放的、自然が多い

自然に触れられる

運動していて気持ちが良い

ストレス解消ができる

空が広い、広々／静か／一人の時間を満喫

都市の活動を感じる

（自分も頑張ろう）
（生きている実感）
（元気をもらえる）

生活している感じ（生活感／下町な感じ）

気を使わない（ゆるい、寛容な雰囲気）

懐の深さ、受け入れてもらえる
（いろいろな人がそれぞれに楽しんでいる）ほのぼの、癒し

人間関係豊か

文化的に豊か （知的に）より豊かな生活ができる（文化にふれられる）

歴史や文化を感じる（趣、平和、日本の発展を感じる）

個性を感じる（ここでしか味わえない／自慢、優越感）

愛着、親しみ
懐かしい、思い出がある
（以前からよく利用／子どもが小さいときに利用

つながり、コミュニティ（地域コミュニティの場）

下町的なつきあい（子どもに声をかける、知り合いと世間話）

子どもに良い

雰囲気が良い、好き（おしゃれ・都会的
／昭和的／ちょうど良い雰囲気／×人が多い

しっくりくる

子どもが楽しめる（自由に遊べる）

子どもの成長に良い（教育に良い、ルールを学べる）

暮らしやすさ、居心地の良さ
（下町っぽい／バランスが良い）

趣味が楽しめる（好きなもの）

飽きない、おもしろい
（いろいろある、殺風景でない）

景色が良い、
いろいろ見える

なんでも揃う、
コンパクト

楽しい（ワクワク）

①ふらっと・ゆるゆる・集う①ふらっと・ゆるゆる・集う

②のびのび・ボーっと・リラックス②のびのび・ボーっと・リラックス

③わくわく・発見・楽しい③わくわく・発見・楽しい

④アクティブ・自由・あくせくしない④アクティブ・自由・あくせくしない

⑤文化・豊か・感じる⑤文化・豊か・感じる

■ハイライフ研究所「都市圏居住の価値を探る（2009年度）」 映像報告「住民にとって魅力ある場所とは」用説明資料
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①ふらっと・ゆるゆる・集う①ふらっと・ゆるゆる・集う

コミュニティ

人と集える

懐が深い
いろいろな人が
思い思いに過ごせる

ほのぼの、癒し

ゆるい、気取らない
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②のびのび・ボーっと・リラックス②のびのび・ボーっと・リラックス

静か、一人で読書

木陰

自然、四季、風を感じる

空が広い

運動していて
気持ちが良い

大きな木
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③わくわく・発見・楽しい③わくわく・発見・楽しい

おもしろい、あきない

活気・エネルギー みんながん
ばっているな

元気をもらう
都市の活動、
変化、発見

■ハイライフ研究所「都市圏居住の価値を探る（2009年度）」 映像報告「住民にとって魅力ある場所とは」用説明資料
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④アクティブ・自由・あくせくしない④アクティブ・自由・あくせくしない

身近な場所に非日常 発見がある、楽しい

何でも揃う、コンパクト
選べる楽しさ

気軽に出かけられる、
疲れない、ゆったり

手軽にリフレッシュ

■ハイライフ研究所「都市圏居住の価値を探る（2009年度）」 映像報告「住民にとって魅力ある場所とは」用説明資料
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⑤文化・豊か・感じる⑤文化・豊か・感じる

子どもの成長によい
（ルールを学べる）

歴史・情緒

趣、風格

地元にいながら
文化に触れられる

知的に豊か、い
ろいろ学べる

■ハイライフ研究所「都市圏居住の価値を探る（2009年度）」 映像報告「住民にとって魅力ある場所とは」用説明資料
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• 主な成果
ライフステージや居住地域を越えた、都市居住者共通の
ニーズ（まちの魅力・価値）に迫ることができた。

• 上位概念（環境の価値・魅力）は共通項が多い。
• これらをビジュアル化し、‘都市居住に求められる「５つの場」’とし
て整理、提案できた。

利便性の深堀ができた

• 便利だと「あくせくしない」「ゆったりできる」、そして「活動的にな
る」。「日常の不安がない」ので「安心」にもつながる。

• 利便性は「活動しやすさ」の指標で、都市圏居住に必須の価値。
都市の風景には「力」があることが分かった

• 乗り物や人々の活動を一歩引いてみることで、「自分も頑張ろう」
と思ったり、元気をもらったりする。都市の風景には力がある。

※評価グリッド法による個別インタビュー調査だからこその成果。

４-３．今回の成果と課題・今後の提案について
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個別インタビュー調査だったからこそ、

「地域」主語で世間相場を語るのではなく、「自分」を主語に自分に
とっての魅力や価値を語ってもらえた。

トリガーを「いい、好きと思う場所」にしたことで、抽象論に終始する
のではなく、具体的なお話をお聞きできた。

× 「歴史と伝統があるまち」「下町」など、違う個性のまちの居住者にイ
ンタビューができなかった。

× 回答者層が若干偏ってしまった。

→ 今後は、回答者層や地域を広げ、今回の結果がそのままいえるの
か、いえないとしたらどうしてかの検証も必要。

メリット

デメリット
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• 今後に向けて
～「５つの場」の検証および発展に向けての提案～

「５つの場」でよいのかの検証
居住地域を増やし、回答者の偏りを少なくして、再度同じ調査
を行なって検証する。

さまざまな特徴を持つ都市環境に住む住民を対象に、「５つの
場」を評価対象としたアンケート調査などを行い、居住地域であ
てはまる場所はあるか、ほかに「いい」「好き」と思う場所はない
か、等を調べる。

「５つの場」をツールとして使うアイディア
「５つの場」を用いた居住環境評価、「あなたのまちの５つの場」
写真コンクールなど

• 地域の魅力を高める場所を探すツールとして利用する。
• 誰もが認める要素、誰も写真にしない要素などを知ることで、その地
域のよいところや欠けている点が把握できるのでは？

■ハイライフ研究所「都市圏居住の価値を探る（2009年度）」 映像報告「住民にとって魅力ある場所とは」用説明資料
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